
「軽出版」とはなにか？ 
──「出版」の未来のために

2024年10月４日　仲俣暁生



1964年東京生まれ、早大政経卒。文筆家、編集者、大学教員。 

今回のプレゼンにかかわる職歴だけを述べると、 
・日本パーソナルコンピュータソフトウェア協会出版部 

・ソフトバンク出版部（「月刊PC」） 

・WIRED日本版編集部 

・「季刊・本とコンピュータ」編集室 
・「マガジン航」編集発行人 
・「破船房」レーベル主宰（房主） 

編著書：『いまの生活 電子社会誕生』（晶文社）、『オンライン・マガジンを読み倒す』（HONCO双書）、『再起動
せよと雑誌はいう』（京阪神エルマガジン社）、『編集進化論』（フィルムアート社）、『ブックビジネス2.0』（実業
之日本社）、『もなかと羊羹──あるいはいかにして私は出版の未来を心配するのをやめて軽出版者になったか。』
（破船房、近刊）など。

　自己紹介

『再起動せよと雑誌はいう』（2011）



ことのはじまりは……

いまから１年前



オーウェルから、
大江健三郎まで 

本書で取り上げた本と作家

発行・発売　破船房 
　定価　800円（税別）

さらに半年前、2023年春 の出来事



今年の春の文学フリマ東京で……



本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。



　シェア型書店「PASSAGE神保町」
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軽出版の定義と構成要素　　　



このくらいの部数の本の領域が、 
意外と見落とされていたのでは？

　この領域が「重出版」





   公式サイトはつくらず、オンラインストアとSNSで告知



　こまめにフライヤーなどを制作して配布



　推しグッズづくりも楽しい。



平凡社ライブラリー版『［増補］浮上せよと活字は言う』所収

「産業となった出版に未来を発見しても仕方がない」
橋本治さんの出版論

　マガジン航に掲載した橋本治さんの追悼記事（QRコードでリンク）
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 破船房の最新刊『もなかと羊羹』10月7日発売 
（印刷版・PDF版）

ご清聴ありがとうございました。



  破船房『ミントと羊羹』ツアー2024】 
 『ポスト・ムラカミの日本文学』改訂新版 『もなかと羊羹』 発売記念  

《日程、会場等　★＝トークあり、☆＝販売のみ》  
・10/4（金）★JEPA オンラインセミナー「軽出版者宣言」──やっぱり紙だった（アーカイヴあり） 
 https://jepa.or.jp/seminar/20241004/  
・10/6（日）★『ポスト・ムラカミの日本文学』復刊記念トーク（西荻窪・今野書店）　w/星野智幸（小説家） 
 https://peatix.com/event/4128993  
・10/19（土）☆SHIBUYA BOOK PICNIC（渋谷ヒカリエ） 
 https://note.com/liondoev/n/n7289ec9a9d10 
・10/27（日）★本の学校（神保町・専修大学 神田キャンパス）　w/竹田信弥（双子のライオン堂） 
 https://honnogakko.or.jp/archives/news/20240923  
・11/2（土）★「奥多摩ブックアドベンチャー」（奥多摩ブックフィールド）w/十七時退勤社ほか 
 https://eventregist.com/e/dekNSzEBhs0P  
・12/1（日）☆文学フリマ東京39（東京ビックサイト） w/藤谷治（小説家） 
 https://bunfree.net/event/tokyo39/ 

https://t.co/UHa9zV1PhV
https://t.co/w2Gp7fUd6Q
https://t.co/ZeaogUZNrf
https://t.co/zbeJTVKCRJ
https://t.co/57YXqgKSG1
https://t.co/aSleBqGIdw

